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15.1 Mail で警報を知らせてみよう！

【動作例】

接続機器のトリガデバイス（ビットデバイス：「M01」、「M02」、「M03」）の立ち上がりを検出し、

Excel メッセージシート内のトリガデバイスに対応して設定されたメッセージを、A さんの携帯電話

に送信する

（例）トリガデバイスを「M01」とし、「ライン A が速度異常です !」というメッセージを送信する場

合

この節では、例として、上記の動作（アクション）を行うための設定を順番に説明します。

トリガデバイス メッセージ

「M01」 「ライン A が速度異常です !」

「M02」 「ライン A が電力異常です !」

「M03」 「ライン A がライン詰まりです !」

• 『Pro-Server EX』で発生するエラーについては、「第 36 章　エラー情報はこちら！」をご

覧ください。
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【設定手順】

13 アクションの実行（15-26 ページ） 設定した起動条件が有効になると、メールが指
定されたメールアドレスに送信されることを確
認します。

12 ネットワークプロジェクトファイルの転
送（15-25 ページ）

保存したネットワークプロジェクトファイルを
表示器に転送します。

11 ネットワークプロジェクトファイルの保
存（15-25 ページ）

設定した内容をネットワークプロジェクトファ
イルとして保存し、リロードします。

10 設定内容の確認（15-23 ページ） 設定内容一覧画面で、設定した内容を確認しま
す。

9 アクションが受け取るデータの設定（起
動条件 2、3）（15-21 ページ）

起動条件 2 および 3 のキーコードとなる定数値
を設定します。

8 アクション動作局 / 処理完了通知の設定
（15-19 ページ）

アクションの動作局およびアクションが実行さ
れたことの通知の有無を設定します。

7 アクションが受け取るデータの設定（起
動条件 1）（15-18 ページ）

起動条件 1 のキーコードとなる定数値を設定し
ます。

6 起動条件の設定（15-12 ページ） メールを送信する条件（トリガ）を設定しま
す。

5 機能（アクション）のパラメータ設定
（15-7 ページ）

以下の項目を設定します。
• ログイン情報
• メールの内容
• メッセージシート指定

3 参加局の登録（15-5 ページ） パソコンと表示器を参加局として登録します。

1 メッセージシートの作成（15-4 ページ） Excel で、送信するメッセージを記載したメッ
セージシートを作成します。

2 『Pro-Studio EX』の起動（15-5 ページ） 『Pro-Studio EX』を起動します。

4 シンボルの登録（15-6 ページ） 起動条件（トリガ）となる接続機器のデバイス
をシンボルとして登録します。
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15.1.1 メッセージシートの作成

転送データと一致する「Key_Code」の行を実行します。

転送データについては、後述する「15.1.7　アクションが受け取るデータの設定（起動条件 1）」で設

定します。

1 Excel を起動し、Sheet1 に下記のメッセージシートを作成します。

【作成例】

同じキーコードのデータを最大 5 つまで重複登録することができます。

2 作成後、ファイル名「mailmessage.xls」として、パソコンのデスクトップに保存します。

• 送信するメッセージは、上記のように、事態に応じたメッセージを Excel 内で用意して

おく以外に、固定メッセージや、接続機器のデータをメッセージとして送信する方法が

あります。
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15.1.2 『Pro-Studio EX』の起動

『Pro-Studio EX』を起動します。

起動方法の詳細については、「第 3 章　かる～く Pro-Server EX を体験してみませんか？」をご覧くだ

さい。

15.1.3 参加局の登録

起動条件（トリガ）となるパソコンと表示器を、参加局として登録します。

参加局の詳細については、「第 31 章　参加局登録について」をご覧ください。

参加局 設定項目 設定内容

パソコン
局名 PC1

IP アドレス 192.168.0.1

表示器

種類 GP3000 シリーズ

局名 AGP1

IP アドレス 192.168.0.100
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15.1.4 シンボルの登録

デバイスデータを読み出す接続機器のデバイスアドレスをシンボルとして登録します。

シンボルの詳細については、「第 32 章　シンボル登録について」をご覧ください。

設定項目 設定内容

シンボル名 速度異常 電力異常 ライン詰まり

データタイプ ビット

シンボル登録するデバイス
アドレス

接続機器（PLC1）の
「M01」

接続機器（PLC1）の
「M02」

接続機器（PLC1）の
「M03」

データ個数 1 1 1
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15.1.5 機能（アクション）のパラメータ設定

メッセージをメール送信するための設定（パラメータ設定）を行います。

アクションのパラメータの詳細については、「15.2　設定ガイド」をご覧ください。

設定項目 設定内容

アクション名 Mail 送信

ログイン情報

SMTP サーバ名 SMTP-SERVER

SMTP ポート番号 465

保護された接続(SMTP over 
SSL) を使用する

有効

SMTP 認証を行う 有効

ユーザ名 USER

パスワード abcde

送信時に POP 認証を行う 無効

送信元メールアドレス user@aaa.or.jp

メールの内容
事前に用意した Excel シート内のメッセージを送り先に
送る

メッセージシート

メッセージシートの保存先
C:￥Documents and Settings￥Administrator￥デスクトッ
プ

Excel ファイル名 Mailmessage.xls

シート名 Sheet1
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1 状態バーの［機能］アイコンをクリックします。

2 画面左のツリー表示から、「アクション」を選択し、［追加］ボタンをクリックします。

3［アクションの種類］のリストボタンをクリックし、「Mail でデータ送信」を選択します。

続いて、［アクション名］に設定するアクション名「Mail 送信」を入力します。

• ［アクション名］には、任意のアクション名を設定できます。
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4［ここをクリックしてアクションのパラメータを設定してください。］ボタンをクリックします。

5 ログイン情報の設定を行います。

1）［SMTP サーバ名］に、接続している SMTP サーバ名「SMTP-SERVER」を入力します。

2）[ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ] をチェックします。

3) [SMTP 認証を行う ] をチェックします。

• ログイン情報設定の詳細については、ネットワーク管理者にご相談ください。

SMTP サーバとは

メール送信プロトコル（データ通信上の規約）である SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）に対
応している、電子メールを送信するためのサーバです。電子メールを送受信するときには、イン
ターネット上に常に接続された “ サーバ ” というコンピュータを経由する必要があります。サー
バには「送信用」と「受信用」があり、送信用サーバの代表的なものが SMTP サーバです。SMTP
サーバはユーザーから送信されたメールを受け取り、送信先のユーザーのネットワーク内で稼動
している SMTP サーバを探し、そこにメールを転送します。

• 事前に、ご使用の SMTP サーバが暗号化方式「SMTP over SSL」に対応しているかを確

認してください。対応していない SMTP サーバをご使用の場合、暗号化を使用したメー

ル送信はできません。

• 事前に、ご使用の SMTP サーバが SMTP 認証方式「AUTH-LOGIN」に対応しているかを

確認してください。対応していない SMTP サーバをご使用の場合、SMTP 認証を使用し

たメール送信はできません。
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4）［ユーザ名］にユーザー名「USER」を入力し、［パスワード］にユーザーが設定しているパスワー

ド「abcde」を入力します。

5）［SMTP ポート番号］に「465」を設定します。

6）［送信元メールアドレス］に「user@aaa.or.jp」を入力します。

7) [ 宛先メールアドレス ] を設定します。

6 メールの内容に関する設定を行います。

［事前に用意した Excel シート内のメッセージを送り先に送る］をチェックします。

• [ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ] または [SMTP 認証を行う ] を有効にした

場合は、複数のアドレスをカンマ (,) で区切って設定できます。

• [ メールの内容 ] で [ 事前に用意した Excel シート内のメッセージを送り先に送る ] を選

択し、Excel シートに宛先のアドレスを設定している場合は、[ 宛先メールアドレス ] の

設定内容は無視されます。
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7 メッセージシートに関する設定を行います。

メッセージシートの保存先「C:￥デスクトップ」、［Excel ファイル名］にメッセージシートのファイ

ル名「mailmessage.xls」、［シート名］に、メッセージシート内の参照シート「Sheet1」を選択します。

8［OK］ボタンをクリックします。

以上で、機能（アクション）の設定は終了です。
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15.1.6 起動条件の設定

メールを送信する起動条件（トリガビット ON）を設定します。

ここでは、起動条件を 3 パターン設定します。

起動条件の詳細については、「第 33 章　起動条件について」をご覧ください。

◆起動条件 1（速度異常）

• 起動条件名 ：速度異常メッセージを送信する

• 起動条件 ：「速度異常」（M01）ON 時

◆起動条件 2（電力異常）

• 起動条件名 ：電力異常メッセージを送信する

• 起動条件 ：「電力異常」（M02）ON 時

◆起動条件 3（ライン詰まり）

• 起動条件名 ：ライン詰まりメッセージを送信する

• 起動条件 ：「ライン詰まり」（M03）ON 時

1「アクション名 / パラメータの設定」画面で、［次へ］ボタンをクリックします。
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2［新しい起動条件］ボタンをクリックします。

3［起動条件名］に、起動条件名「速度異常メッセージを送信する」を入力し、［局名］に、起動条件

（トリガ）となるデバイスを持つ局名「AGP1」を選択します。

• ここで設定する局名は、起動条件となるデバイスを持つ参加局または転送するデータを

持つ参加局を指定します。

「第 33 章　起動条件について」
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4［条件 1］タブの［デバイス ON 時］ボタンをクリックし、機器名に「PLC1」を選択します。

5［デバイス］のリストボタンをクリックし、トリガとなるデバイスのシンボル名「速度異常」を選択

します。
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選択後、［データタイプ］も自動的に表示されます。

6［OK］ボタンをクリックします。

7 起動条件 2 を追加するため、［新しい起動条件］ボタンをクリックします。

• 起動条件については、2 種類の異なる条件の組み合わせ（「かつ」（and 条件）、「または」

（or 条件）により設定することもできます。

「第 33 章　起動条件について」
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8 起動条件 1 と同じ手順で下記の内容を設定し、［OK］ボタンをクリックします。

• 起動条件名：電力異常メッセージを送信する

• 局名：AGP1

• 起動条件：デバイス ON 時

• 機器名：PLC1

• デバイス：電力異常 
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9 起動条件 3 を追加するため、［新しい起動条件］ボタンをクリックしたあと、起動条件 1 と同じ手順

で下記の内容を設定し、［OK］ボタンをクリックします。

• 起動条件名：ライン詰まりメッセージを送信する

• 局名：AGP1

• 起動条件：デバイス ON 時

• 機器名：PLC1

• デバイス：ライン詰まり

以上で、起動条件の設定は終了です。
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15.1.7 アクションが受け取るデータの設定（起動条件 1）

アクション動作時に転送するデータ（定数値）を設定します。

• 転送する定数値 ：1

1「アクションの起動条件の設定」画面で、［起動条件］のリストボタンをクリックして「速度異常メッ

セージを送信する」を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

2［定数値］をクリックしたあと、テキストボックスに転送する定数値「1」、［個数］に、「1」を入力し

ます。

以上で、起動条件 1 のデータ設定が終了しました。

• この画面では、起動条件 1 の定数値「1」のみ設定します。起動条件 2 および 3 の定数

値は、アクションの設定後に追加する形で行います。



Mail で警報を知らせてみよう！

Pro-Server EX リファレンスマニュアル 15-19

15.1.8 アクション動作局 / 処理完了通知の設定

アクションが動作する局名、およびアクションが実行されたことの通知の有無を設定します。

• 動作局 ：PC1

• 受信通知 ：なし

1「アクションが受け取るデータの設定」画面で、［次へ］ボタンをクリックします。

2［動作局］のリストボタンをクリックし、アクションが動作する局名「PC1」を選択し、［受信通知あ

り］がチェックされている場合は、チェックを外します。

• 「受信通知」を設定すると、アクション完了後に、指定したビットデバイスが ON になり

ます。2 つ以上のアクションを連続して実行する場合、次のアクションの起動条件（ト

リガ）として使用することができます。

「第 33 章　起動条件について」
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3［完了］ボタンをクリックします。

「アクション動作局 / 処理完了通知設定」画面が閉じ、画面左に、設定したアクション名および起動条

件名が表示されます。

以上で、アクション動作局および処理完了通知の設定が終了しました。
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15.1.9 アクションが受け取るデータの設定（起動条件 2、3）

ここで、起動条件 2 および 3 の定数値を設定します。

• 転送元の機器名 ：PLC1

• 起動条件 1 の転送する定数値 ：2

• 起動条件 2 の転送する定数値 ：3

1［追加］ボタンをクリックします。

2［起動条件］のリストボタンをクリックし、「電力異常メッセージを送信する」を選択したあと、［次

へ］ボタンをクリックします。
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3［定数値］をクリックし、定数値「2」、個数「1」を入力して［次へ］ボタンをクリックします。

4［動作局］に「PC1」を選択したあと、［完了］ボタンをクリックします。

5［追加］ボタンをクリックし、リストボタンで「ライン詰まりメッセージを送信する」を選択したあ

と、同様の手順で定数値「3」を設定します。

以上で、起動条件 2 および 3 のデータ設定が終了しました。
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15.1.10 設定内容の確認

設定内容の一覧画面で、設定した内容を確認します。

1 画面左のツリー表示から、アクション名「Mail 送信」をクリックします。

設定した内容が、画面右に表示されていることを確認します。
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2 画面左のツリー表示から、各起動条件名をクリックします。

設定した内容が、画面右に表示されていることを確認します。

以上で、設定内容の確認が終了しました。
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15.1.11 ネットワークプロジェクトファイルの保存

設定した内容を、ネットワークプロジェクトファイルとして保存し、『Pro-Server EX』にリロードし

ます。

ネットワークプロジェクトファイルの保存については、「第 25 章　保存について」をご覧ください。

• ネットワークプロジェクトファイルのパス　：デスクトップ￥Mail_send.npx

• タイトル ：Mail 送信アクション

15.1.12 ネットワークプロジェクトファイルの転送

保存したネットワークプロジェクトファイルを、参加局に転送します。

ネットワークプロジェクトファイルの転送については、「第 26 章　転送について」をご覧ください。

•『Pro-Server EX』は、ネットワークプロジェクトファイルを読み込み、そこに設定され
た内容によりアクションを実行します。したがって、設定した内容は必ずネットワーク
プロジェクトファイルとして保存する必要があります。

• ネットワークプロジェクトファイルの『Pro-Server EX』へのリロードは必ず行ってくだ
さい。リロードを行わないとアクションが動作しません。

• ネットワークプロジェクトファイルの転送は、必ず行ってください。転送を行わないと

アクションが動作しません。
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15.1.13 アクションの実行

いずれかの起動条件が有効になるとアクションが動作し、起動条件に対応したメッセージが、設定し

た宛先に送信されていることを確認します。

以上で、このアクションの説明は終了です。

• アクションを実行時の通信速度の向上を図りたい場合は、「第 29 章　通信を速くするひ

と工夫！」をご覧ください。
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15.2 設定ガイド

この節では、アクションのパラメータのくわしい設定のしかたについて説明します。

設定項目 設定内容

SMTP サーバ名
接続している SMTP サーバ（メール送信サーバ）のアドレスを半角英数字で入
力します。

SMTP ポート番号

使用する SMTP サーバのポート番号を半角英数字で入力します。
[ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ] にチェックを入れた場合、通常
は「465」を設定します。[SMTP 認証を行う ] にチェックを入れた場合、通常
は「587」を設定します。どちらにもチェックを入れていない場合、通常は
「25」を設定します。

保護された接続 (SMTP 
over SSL) を使用する

暗号化方式「SMTP over SSL」を使用してメールを送信します。

SMTP 認証を行う
SMTP 認証を使用してメールを送信します。認証方式は「AUTH-LOGIN」で
す。

ユーザ名 SMTP サーバにログインする際のユーザー名を設定します。

パスワード SMTP サーバにログインする際のパスワードを半角英数記号で設定します。

送信時に POP 認証を行う Mail 送信時に POP 認証を行う場合にチェックします。

POP3 サーバ名 POP 認証を行うサーバ（POP3 サーバ）のアドレスを半角英数字で入力します。

POP3 ポート番号
使用する POP3 サーバのポート番号を半角英数字で入力します。通常は「110」
に設定します。

ユーザ名 POP 認証を行うユーザー名を入力します。
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パスワード POP 認証を行うユーザーが設定しているパスワードを入力します。

送信元メールアドレス 送信元のメールアドレスを半角英数字で入力します。

宛先メールアドレス

宛先のメールアドレスを半角英数字で入力します。
[ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ] または [SMTP 認証を行う ] を
有効にした場合は、複数のアドレスをカンマ (,) で区切って設定できます。ア
ドレス数の上限は、ご使用の SMTP サーバにより異なります。

• [ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ] および [SMTP 認証を行う ]
がどちらも無効の場合、設定できるアドレスは１つのみです。

• [ メールの内容 ] で [ 事前に用意した Excel シート内のメッセージを送り先に
送る ] を選択し、メッセージシートに宛先のアドレスが設定されている場合
は、本項目の設定は無視されます。

メールの内容

［常に同じメッセージを送る］

［送信メッセージ :］に入力したメッセージを送信します。

•［送信メッセージ :］の内容は、タイトル（題名）としてメール送信されま
す。

設定項目 設定内容
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メールの内容

［起動元局から送られるデータをメッセージとして送る］

「アクションのデータ設定」で転送する接続機器のデータをメッセージとして
送信します。メッセージとして送信できるデータタイプは「文字列」のみで
す。

• 送信メッセージ（接続機器のデータ）の内容は、タイトル（題名）として
メール送信されます。
（例）デバイス「D50」に「ALART」という文字列データが格納されている
場合

［事前に用意したExcelシート内のメッセージを送り先に送る］

メッセージシートで設定されたメッセージを送信します。

◆Excel で用意するメッセージフォーマット

• 宛先を複数入力する場合は、アドレスをカンマ（,）で区切って入力します。
• メッセージシートにメールアドレスが設定されていない場合、メッセージは

[ 宛先メールアドレス ] で設定したメールアドレスにのみ送信されます。

フォルダ メッセージシートが保存されている場所を設定します。

Excel ファイル名
指定したフォルダ内の Excel ファイルのリストから、メッセージシートのファ
イルを選択します。

シート名 メッセージシート内で参照するシート名を選択します。

設定項目 設定内容
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15.3 制限事項

■ 暗号化方式について

• ご使用の SMTP サーバが「SMTP over SSL」の暗号化方式に対応していない場合は、暗号化を使用

したメール送信はできません。

■ 認証方式について

• ご使用の SMTP サーバが「AUTH-LOGIN」の SMTP 認証に対応していない場合は、SMTP 認証を

使用したメール送信はできません。

■ メールが送信できなかった場合

「メールが送信できませんでした」のエラーメッセージが表示された場合、以下の原因が考えられま

す。

• 設定内容が不適切

[SMTP サーバ名 ]、[SMTP ポート番号 ]、[ 保護された接続 (SMTP over SSL) を使用する ]、[SMTP

認証を行う ]、[ ユーザ名 ]、[ パスワード ] が正しいことを確認してください。

• ネットワーク環境において、SMTP サーバやポート番号への接続が許可されていない

使用する SMTP サーバやポート番号への接続を許可するよう、ファイアウォールやセキュリティ

の設定を変更してください。

• メールサーバによってメールの送信が拒否された

[ 送信元アドレス ]、[ 宛先アドレス ]、メールの件名、本文の内容を確認してください。
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